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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、環境刺激へのエピゲノムを介した適応という基本的な問題に、白色脂肪組織のベー

ジュ化という視点から取り組むものである。 

いくつかの重要な進展があり研究は順調である。具体的には、研究代表者の挙げた研究計画項

目１に関して、寒冷刺激によるヒストン脱メチル化酵素 JMJD1A の Ser265 リン酸化が Ucp1 遺

伝子発現を介した脂肪細胞のベージュ化に不可欠であることを、リン酸化部位変異ノックインマ

ウスの解析を通じて明らかにしたことは高く評価できる。また、JMJD1A の脱リン酸化酵素の候

補を同定し、ノックアウトマウスの解析に進んでいる。他の３項目についても一定の進捗を認め、

他グループの知見を踏まえて、低グルコース刺激による上流シグナルの標的キナーゼ・経路を変

更したことも概ね妥当である。 


